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放射線治療装置（左写真） 

放射線治療専門医 1名 

がん放射線療法看護認定看護師 1名 

放射線治療認定技師 2名 

放射線治療品質管理士 1名 

安全で質の高い医療提供に努めております。 

  ※お問い合わせ先 

   地域医療連携総合センター 0154-32-3464 
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Ⅰ. 放射線治療について 

Ⅱ. 土曜脳ドックのご紹介について 

Ⅲ. 形成外科診療体制縮小に伴う受け入れ体制の変更について    

 

食道癌、肺癌などでは、化学放射線同時併用療法の進歩により、同じステージであれば、外科切

除と治療成績において、遜色のないレベルとなっています。 

  また、胃原発の悪性リンパ腫においては、胃全摘術に伴う周術期リスクを考えると、放射線治療の

ほうが優れています。頭頚部癌においては、放射線治療前の多剤併用化学療法のおかげで、臓器

機能を温存した治療が可能になりました。近年では、各学会より発行されている「ガイドライン」により、

全国標準の治療が地方でも普及してきています。例えば乳癌の術後照射においては、治療開始時

期や照射範囲などで、外科の先生と意見が異なる場合がありましたが、「ガイドライン」によりエビデン

スに基づく放射線治療が行えるようになりました。 

 放射線治療医が常駐していることのメリットは、緩和目的の放射線治療、特に緊急照射が施行でき

る点にあります。残念ながら、麻痺が完成して 24時間以上経た腫瘍による脊髄損傷は、回復が困難

です。しかし、腫瘍による上大静脈症候群に対しては、呼吸困難が出現しても、緊急照射により、 

呼吸状態が改善する症例が経験されます。固形腫瘍による症状は、組織型の如何にかかわらず、放

射線治療による症状緩和の余地があります。転移性骨腫瘍に対する緩和照射の適応は普及しまし

た。しかし、皮膚転移に伴う浸出液、出血、いわゆる「癌性創傷」に対する緩和照射は、まだ普及して

いるとは言えず、今後の課題となっています。 

 放射線治療に伴う、放射線皮膚炎や放射線宿酔といった副作用が起こることがありますが、これに

に対する治療、処置は、長年の間、軽視され続けてきました。放射線治療医は、腫瘍の制御に関心

が向き、放射線皮膚炎に伴うヒリヒリ感や、放射線宿酔による倦怠感、嘔気を軽視してきました。 

しかし、がん放射線療法看護認定看護師が、当院にも配置され、処置の工夫や被覆材、抗 HT3 製

材の導入などが行われ、副作用の症状がだいぶ緩和されました。医師、技師、看護師を結ぶ「チー

ム医療」の進歩が、患者さんにより優しい放射線治療の提供を可能にしています。 

理念：最新の知識と技術に基づき、良質で信頼される医療を実践します。 

 ～標準治療の大半を当施設で行えます～ 放射線科部長  米坂 祥朗 



 

 

 

労災病院は労働者健康安全機構という厚生労働省が所管する独立行政法人が設立母体です。

全国の労災病院３３施設において、働く方々の健康を守る事業を「勤労者医療」とし大きな柱のひと

つとして位置づけ、日々その実現に努めております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土曜脳ドックについて 

・内  容：ＭＲＩ/MRA 撮影、血圧測定 ※所要時間は約３０分です。 

       読影専門医と脳神経外科専門医による２重診断を行います。 

       健診結果はご自宅へ郵送いたします。 

※診察を希望される方は、平日となりますが可能です。 

 

 ・実 施 日：毎月第３土曜日に実施（８：30～12：00） 

 

 ・実施定員：７名  ・費 用：23,000 円（税込）※クレジットカード各種取扱い可 

※脳ドックを受けるためには、事前に電話予約が必要となります。 

  当院のホームページにて予約状況を確認することができます。 

「お問合せ及び予約電話」：0154-22-7191 医事課外来係（内線：2107） 

         

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年４月より形成外科の常勤医師が現在の２名から１名に減員となることから、診療体制を

縮小させていただくこととなります。重症患者や対応できる疾患、治療の制限などでご迷惑をおかけ

することとなりますが何卒ご理解を賜りますようお願いいたします。 

紹介患者様の受入れにつきましては、火曜日、木曜日の午前中のみとなります。 

 

  お問い合わせ先 

  地域医療連携総合センター 

  電話 0154-32-3464（直通）  

脳ドックを受けたいが、普段忙しくて時間がとれない、平日は休めない等の理由によって受け

ることができない方のために、３０分で終了する土曜脳ドックを毎月第３土曜日に行っています。 

土曜脳ドックの検査項目を、MRI と血圧測定とし、所要時間を短縮することで、勤労者の方など

が受検しやすい体制を整えております。 

また、土曜日のため病院は混雑しておりませんので、是非この機会に土曜脳ドックを受けられ 

ることをお勧めいたします。 

 

ＭＲＩ機器を更新するにあたり 7 月～9月につきましては、 

土曜脳ドックの予約を承ることができませんのでご了承願います。 

形成外科診療体制縮小に伴う受入れ体制の変更について 


